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１ 適切な休養日等の設定  
①  平 日 １ 日 、 土 日 の 少な く て も １ 日 以 上 、 週 当 た り 2 日 以 上 の 休 養日 を 設 け る 。  

※原則、学期中においては、平日は水曜日を休養日とする。  
②  活 動 時 間 は 、 平 日 ２時 間 程 度 、 休 日 ３ 時 間 程 度 を 基 本 と す る 。  

※練習試合、大会等、長時間にわたる活動を計画する場合は、休憩時間を適切に設定する。  
 

２ 部活動の指導について重視する事項  
①  短 期 的 な 結 果 を 重 視 し す ぎ て 、勝 利 至 上 主 義 に 陥 ら な い よ う 注 意 し 、長 期 的 視 野 に

立 ち 、 過 程 を 大 切 に し た 指 導 を 行 う 。  
②  体 罰 、 暴 言 、 セ ク シ ャ ル ハ ラ ス メ ン ト は 許 さ れ な い 行 為 で あ る こ と を 徹 底 す る 。  
③  発 達 段 階 、 健 康 状 態 に 配 慮 し た 指 導 を 行 う 。  
④  安 全 管 理 の 徹 底 に 努 め る 。  
⑤  保 護 者 ・ 競 技 団 体 へ の 理 解 を 図 り 、 適 切 な 活 動 を 進 め る 。  
⑥  教 職 員 や 部 活 動 指 導 員 の 指 導 力 向 上 に 努 め る 。  
 

３ 適切な運営のための体制整備  
①  「 課 外 活 動 委 員 会 」 に つ い て  
・ 課 外 活 動 委 員 会 を 設 置 し 、 分 掌 に 位 置 付 け 部 活 動 の 運 営 を す す め る 。  
・ 活 動 内 容 を 把 握 し 、 適 宜 、 指 導 ・ 是 正 を 行 う 。  
・ 適 切 な 部 活 動 の 設 置 （ 新 設 ・ 休 部 ・ 廃 部 な ど ） に つ い て 協 議 す る 。  
・ 部 活 動 に お け る 事 故 の 未 然 防 止 や 事 故 発 生 時 の 適 切 な 対 応 に つ い て 校 内 研 修 を 行

う 。  
②  「 部 活 動 に 係 る 活 動 方 針 」 に つ い て  
・「 津 山 市 立 津 山 東 中 学 校 の 活 動 方 針 」 を 策 定 し 公 表 す る 。 ま た 、 毎 年 度 見 直 し を 行

う 。  
・本 校 の 設 置 部 活 動 は 、軟 式 野 球 部 (男 女 )、ソ フ ト ボ ー ル 部 (女 )、サ ッ カ ー 部 (男・女 )、  

陸 上 競 技 部 (男 女 )、 ソ フ ト テ ニ ス 部 (男 ・ 女 )、 バ レ ー ボ ー ル 部 (男 ・ 女 )、  
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 部 (男 ・ 女 )、 卓 球 部 (男 ・ 女 )、 剣 道 部 (男 女 )、 柔 道 部 (男 女 )、  
科 学 部 (男 女 )、 家 庭 部 (男 女 )、 吹 奏 楽 部 (男 女 )、 美 術 部 (男 女 )で あ る 。  

・ そ れ ぞ れ の 部 活 動 ご と に 目 標 を 定 め る と と も に 、 校 内 で の 取 り 決 め 事 項 な ど の 運
営 に つ い て 、 活 動 方 針 を 必 ず 策 定 す る 。  

③  年 間 活 動 計 画 及 び 毎 月 の 活 動 計 画 に つ い て  
・顧 問 は 、年 間 の 活 動 計 画（ 活 動 日 、休 養 日 及 び 参 加 予 定 大 会 日 程 等 ）並 び に 毎 月 の  

活 動 計 画 を 作 成 し 校 長 に 提 出 す る と と も に 、 毎 月 の 計 画 は 廊 下 に 掲 示 す る 。  
④  相 談 体 制 に つ い て (別 紙 )  

  

 
津 山 東 中 学 校 は ス ポ ー ツ 庁「 運 動 部 活 動 の 在 り 方 に 関 す る 総 合 的 な ガ イ ド ラ イ ン 」 

及 び 文 化 庁 「 文 化 部 活 動 の 在 り 方 に 関 す る 総 合 的 な ガ イ ド ラ イ ン 」、「 岡 山 県 運 動 部  
活 動 の 在 り 方 に 関 す る 方 針 」「 津 山 市 中 学 校 部 活 動 の 在 り 方 に 関 す る 方 針 」の 趣 旨 を  
踏 ま え 、 津 山 東 中 学 校 の 部 活 動 の 望 ま し い 姿 と 方 向 性 を 明 確 に し 、 生 徒 に と っ て 部
活 動 が よ り 有 意 義 な 活 動 と な る た め の 指 針 と し て 「 津 山 市 立 津 山 東 中 学 校 部 活 動 の
在 り 方 に 関 す る 方 針 」 を 策 定 し た 。  

【 策 定 の 趣 旨 】 

 
①  生 徒 の 心 身 の バ ラ ン ス の と れ た 成 長 と 学 校 生 活 の 充 実 に つ な げ る 。  
②  合 理 的 、 効 果 的 な 指 導 に よ り 、 生 徒 の 自 主 性 、 自 発 性 の 伸 長 を 図 る 。  
③  生 徒 間 の 人 間 関 係 づ く り を 促 進 し 、 社 会 性 を 育 て る 。  
④ 生涯にわたってその活動を愛好し、生活を豊かにしていくための資質・能力を育む。 

【 津 山 市 立 中 学 校 部 活 動 の 目 指 す 姿 】 

 

 
①  生 徒 と 教 職 員 の 結 び つ き を 強 め 、 自 主 ・ 規 律 ・ 協 力 ・ 礼 儀 な ど を 育 て る 。  
② 活動を通して、体力・精神力など「たくましさ」「奉仕の精神」を育てる。  
③ 研究する心、問題解決に取り組む態度、ものの見方・考え方を高め、情愛豊かな人間

を育てる。  

【津山市立津山東中学校部活動の目標】 

 


